
産業の振興

つ
く
り 、

404 

用
水
改
良
事
業
所
で
あ
る 。

第六章

県
営
満
濃
池
用
水
改
良
事
業

の＋
右
い

つ
で
あ
る
県
営
満
濃
池
用
水
改
長
事
業
を
紹
介
し
よ
う 。

「
講）

に

満
濃
池
も
水
を

ペコ

が
も
た
れ
た 。

会
談
の
場
所
は
満
濃
池
の
神
野
神
社
で 、

と
き
あ
た
か
も
県
下
の

ほ
と
ん
ど
使
い
果
た
し
て
あ
と
は
証
文
水
を
残
す
だ
け
と
い
う
惨
た
ん
た
る
状
況
に
あ
っ
た 。

組
合
の
幹
部
ら
は
神
社
の
境
内
か
ら

に
満
濃
治
の
堤
関
を
五
尺
か
さ
上
げ
し
た

残
り
少
な
く
な
っ
た
地
水
を
指
さ
し
つ
つ

に
次
の
よ
う
に
訴
え
た 。

が 、

今
年
の
よ
う
な
干
ば
つ
の
年
に
は
用
水
は
な
お
不
足
す
る
の
で 、

再
度
か
さ
上
やけ
し
て
さ
ら
に
池
水
を
増
や
し
た
い
。

つ
い
て

土
器
川
沿
岸
用
水
改
良
事
業
の
基
本
構
想
に
よ
る
と 、

に
設
け
ら
れ
た 。

そ
の
貯
水
は

土
器
川
に
水
利
権
を
も
っ
土
器
用
者
岸
地
区
が
利
用 、

余
水
に
限
っ

て
こ

ト
堰
堤
の

の

で
あ
っ
た 。

っ
た 。

近
代
に
入
っ

て
か
ら
辻
明
治一一一
十
八
i

三
十
九
年
の
か

の
利
益
の
た
め
に
は
上
流
の
小
数
の
犠
牲
も
止
む
な
し
と
す
る
戦
前
の

に
当
た
る
の
は
県
の

以
下 、

戦
後
の

の
代
表
的
な
土
地
改
良
事
業
の

よ
る
と 、

昭
和
十
四
年
九
月
の
あ
る
暑
い
自 、

満
濃
池
水
利
組
合
の
強
い

は
あ
ら
た
に
土
器
川
か
ら
取
水
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」

と 。

乙
の
後
た
だ
ち

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
あ
っ
た 。

コ
ン
ク
リ
i

で
湖
底
に
土
地
を
失
う
農
家
は
移
民
と
し
て
潟
州
に
送
り
出
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る 。

下
流
の
多
数

で
あ
っ
た 。

し
か
し 、

し
だ
い
に
深
刻
化
す
る
戦
時
経
済
下
で
の
資
材
不
足 、

労
働
力
不
足
の
た
め

た
。戦

争
で
中
断
し
て
い
た
満
濃
池
の

に
再
開
さ
れ
た 。

所
に
電
灯
も
な
く 、

職
員
も
所
長
を
含
め
わ
ず
か

い
う
小
所
帯
で
の
工

っ
た
が 、

満
濃
池
土
地
改
良
区
設
立
の
二
十
六
年
以
降 、

堤
防
の

に
進
ん
だ 。

人
夫
は
現
地
の

ら
夜
の
一

O
時
に
ま
で
及
ん
だ 。

十
八
日
付
け
の

lま

：

延
長
一

九
O
M
の
大
型
コ
ン
ベ
ア
で
一

一泊
二
O
O
立
方

討
も
の
土
砂
を
運
ぷ
と
い
う
大
掛
か
り
な
も
の
で 、

水
洩
れ
を
懸
念
し
て
コ
ン

ク
リ
！
ト
法
全
然
長
わ
ず 、

こ
の
た
め
付
近
の
小
山
六
か
所
は
変
形
す
る
ほ
ど

第二節

に
つ
ぶ
さ
れ 、

ろ
か

不
気
味
な

に
さ

ら
総
燭
光
五
0
0
0
匂
の

で

405 
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産業の張興

い
で
い
る」
と
報
じ
て
い
る 。

406 

補
境
問
題
と
水
利
権
問
題

で
あ
っ
た 。の

に
立
っ

て
湖
面
を
見
は
る
か
す
そ
の
先
端
の
地
は
五

地
へ
奥
地
へ
と
移
動
を
強
い
ら
れ 、

今
回
は
さ
与

一
O
町
歩
の
水
田 、

八
反
の
畑 、

ニ
ニ
町
歩
の
山
林
な
ど
が
水
没
す
る
廷
か 、

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た 。

移
転
農
家
に
対
す
る
補
償
交
渉
は
難
航
を
極
め
た 。

に
始
ま
っ

て
い
た
が 、

あ
ら
た
に
補
損
交
渉
を

開
始
す
る
に
あ
た
っ

て、

そ
れ
ぞ
れ

っ
て
い

の

た
こ
と
が
補
償
交
渉
を
菌
難
に
し

と
に
お
こ
な
わ
れ 、

六
年
に
始
ま
っ
た
補
償
交
渉
が
完
了
し
た
の

で
あ
っ
た 。
ち
な
み
に 、

水
田
お

よ
び
焔
の
買
収
価
格
誌
反
当
た
り
そ
れ
ぞ
れ一
八
万
円
と

二
万
丹
で 、

て
は
大
人
に
ほ
三
万
六
0
0
0
丹 、

供
に
は
そ
の
半
額
が
支
払
わ
れ
た 。

乙
の
ほ
か
協
力
感
謝
料
と
い
う
名
目
で
ご
戸
当
た
り
一
O
万
円
の

て

土
器
川
導
水
に
関
す
る
戦
前
の
構
想
は
コ
ン
ク
リ
i

の

一
元
的
な
利
水
計
画
で
あ
っ
た
が 、

戦
後
の
計
画
で
は
土
器
川

ら
切
り
離
し 、
コ
ン
ク
けノ
i

の

に
変
更
さ
れ

た 。

頭
首
工
が
建
設
さ
れ
る
天
川
は
コ
ン
ク
り
i

の
予
定
地
で
あ
っ
た
常
包
橋
付
近
よ
り
さ
与
に
五

の

で 、
こ
乙
か
ら
約
四
七
O
O
釘
の

て
土
器
川
の
水
を
満
濃
池
へ
引
き
入
れ
る
の
で
あ
る 。

天
川
導
水
路
の
建
設
に
あ
た
っ

て
の

こ
と
で
あ
っ
た 。
つ
ま
り 、

上
流
の
水
利
権
は
も
と
も
と
土
器
川
右
岸
に
あ
っ
た
か
ら 、

新
し
く
土
器
川
か
ら
取
水
す
る
に
あ
た
っ

て
右
岸
の
上
流・
造
田
地
区

か
ち
下
流・
丸
亀
地
区
に
い
た
る
地
域
の
市
町
村
や
土
地
改
良
区
の
す
べ
て
の

ら
な
い 。

る
交
渉
の

へ
の
取
水
は
余
水
に
か
ぎ
り
認
め
ら
れ
た 。

に
よ
る
不
時
の
増
水
な
ど
の
と
き

に
流
れ

出
て
し
ま
う 、

土
器
川
右
岸
に
と
っ

て

て
は
無
効
の
川
水
の
ζ
と
で
あ
る 。

天
川
頭、
首
工
と
満
濃
池
を
結
ぶ
導
水
路
の
敷
地
と
な

っ
た 。

業
の
竣
工

て
発
刊
さ
れ

「
ま
ん
の
う』

に
か
か
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
数
々
記
さ
れ
て
い
る 。
そ
の

ま仇
ん
の
う」
に
よ
る
と 、

で
は
な
い
が
次
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た 。

象
頭
山
を
右
に
見
な
が

八
号
線
を
し
ば
ら
く
車
で
走
る

に
向
か
っ

て

と 、

琴
南
町
役
場
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
天
川
神
社
の

る
杉
木
立
が
自
に
は
い
っ

て
く
る 。

の

こ
の
杉
木
立

の

で
あ
る
と
か 、

っ
て
い
る
の
だ
が 、

境
内
の
地
下
を
掘
下
げ
る
な
ど
と
は
神
域
を
汚
す
不
敬
の

掘
下
げ
れ
ば
必
ず
神
木
の
杉
が
枯
死
す
る
と
か
で
氏
子
ら
の
猛
反
対
が
あ
り 、

戦後土地改良事業と農業用水

う
ζ
と
で
よ
う
や
く
路
道
の

で
き
た
と
い
う 。
こ
の
ト
ラ
ブ
ル

八
号
殺
を
一隔
て
て
土
器
川川
が
流
れ
て
お
り 、
乙
ζ

407 

口
の
す
ぐ
下
に
菌

工
が
つ
く
ら
れ
た 。

天
川
頭
首
工
の

る 。
満
濃
池
土
地
改
良
区
の
財
政
事
情

三
月、

県
営
満
濃
池
用
水
改
良
事
業
は
す
べ
て
の

第二節

七
八
O
万
J
か
ら一
五
四
O
万
J
へ
と

ら
か
た
完
成
し
た

に
は
謁
濃
地
の
初
ユ
ル

こ
れ
ま
で
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産業の張興

の
六
月
二
十
日
を
改
め
六
月
十
五
自
に
早
め
ら
れ
た。

三
二
万
円
で、

残
り

半
額
を
県
と
受
益
団
体
で
あ
る
満
濃
池
土
地
改
良
区
が
折
半
す
る。
し
た
が
っ
て、

満
濃
池
土
地
改
良
区

408 

五
八
三
万
円
の
八
O
ず
の
お
よ
そ

万
円
で
あ
り、
ζ
の
一

分
の
一
に
あ
た
る

ら
の
措
入
金
で
ま
か
な
わ
れ
た。
し
か
し、

こ
の
措
入
資
金
の
利
子
す
ら
返
済
で
き
な
い
ほ

ど
の
封
政
不
振
に
陥
っ
た。

土
地
改
良
区
の
財
政
は
改
良
区
が
受
益
農
家

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る。
そ
し
て、
土
地
改
良
震
が
あ
ら
た

に
大
規
模
な
事
業
を
実
施
す
る
場
合
は、

の
調
還
が
お
こ
な
わ

賦
諜
金
を
増
や
す
な
り
受
益
農
家
を
増
や
す
な
り
し

れ
る
の
だ
が、

の
満
濃
池
か
さ
上
げ
工
事
で
は、

当
初
予
定
の
一
一一一
O
O
町
歩
の
新
規
加
入
地
区
は
実
際
は
わ
ず
か
三
O
O
町

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た。
満
濃
池
掛

歩
に
す
ぎ
ず、
さ
ら
に
都
合
の
惑
い
ζ
と
に
は
組
合
の
内
部
不
統一
か

か
り
は
証
文
水
地
域
と
呼
ば
れ
る
上
流
地
域
と
そ
れ
以
外
の
下
流
地
域
と
で

ζ
と
は
す
で
に
説
明
し
た
と
ζ

ろ
で
あ
る。
し
か
し、

の
徴
収
方
法
は
そ
の
変
更
を
求
め
る
下
流
側
の
強
い

に
も
か
か
わ
ら
ず、

明
治
以
来

均

の

0
0
0
円
で
あ
っ
た。
だ
か
ら、

下
流

た。
ち
な
み

備
に
し
て
み
れ
ば
上
流
の
用
水
潤
沢
は
下
流
側
の
犠
牲
の
上
に
確
保
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て、

今
回
の
か

そ

の
犠
牲
を
償
う
意
味
で
も
上
流
側
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り、
あ
え
て
か
さ
上
げ
工
事
を
必
要
と
し
な
い
上

流
側
は
上
流
側
で、

の
費
用
は
ζ
れ
を
必
要
と
す
る

下流
側
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
態
度
で
あ
っ
た。
ζ
の
よ
う
な
土

地
改
良
区
内
部
の
対
立
を
解
消
す
る
こ
と
な
く
今
回
の

ら
れ
た
た
め、

の
財
政
不
振
に
焔
っ
た
の
で
あ
る。
そ
し
て、
か

十
八
年
か
ら
始
ま
っ

て

水
改
良
事
業

ii
満
濃
池
の
幹
線
水
路
の
改
良
事
業
で、

月
に
先
成

！ー
で
改
良
区
の
財
政
赤
字
は
い
っ
そ
う
増
え
る

こ
と
と
な
っ
た。

i):::. 

の
昭
和一一

の

lこ

に
つ
い
て
の

を
提
出、

つ
つ、

に
攻
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た。

見
通
し
が
つ
い
た
の
は
香
川
用
水
の
水
が
満
濃
池
掛
か
り
に
や
っ
て
き
た
昭
和
田
十
九

こ
ろ
で
あ
るa

戦後土地改良事業と農業用水第二部
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豊かな郷土呑JI!む創造

ホ
計
一部
は
本
控
訴 、
に
な
て

て
き
た 〈

県
と一
体
と
な
て

て

そ
吃
議
ζ
¢
諜
威
会
は

も
根
気
よ
く
末
端
ま
で
啓
も
う 、

に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る 。

た 。

開
発
公
団

も
香
川
用
水
計
画
の

た 。
そ
し
て
大
川
東
部一一一
町
（
大
内

た
の
で
あ
る
か
ら 、
ま
さ
に

加
編
入
す
る
と
い
う
大
き
な
変
更
を
行
い
な
が

地
区
葉
威
会」
一
市
町
村
葉
誠
会」
と
も
ど

964 

ζ
十三

早
明
浦
ダ
ム

た 。
そ
の
年

早
く

引
田）
を
香
川
用
水
計
画
地
域

た
の
で
あ
る 。

異
例
の
と
と
と
言
え
よ
う 。

認
査
と
全
体
実
施
設
計
と
を
併
せ
て
四
i

五

年
は
か
か
る
も
の
を 、

わ
ず
か
ニ

香
川
用
水
計
画
の
概
要

た
水
の
う
ち 、

早
明
浦
ダ
ム
に
よ
っ

た
池
田
ダ
ム
に
車
水
施
設
を
設
け
て 、
か
ん
が
い

ケ
懐
池
〈
延
長
ご一一
話） 、

平
均
毎
秒

五

・

五

ゾ
取
水
し 、

T

＼

キ
担

ヘ
J

I
ノ

戸
SLF

J

円
U 1

線
水
路
に
よ
っ
て 、

東
部
は
大
川
郡
白
鳥
町
宮
奥
池
ま
で

認
可

西
部
試

ま
た 、
東
部
幹
線
水
路

（
山
本
町
神
田
か
ら
分
岐）
は 、

の
潟
水
池

水 、

都
市
用
水
に
利
用
す
る
計
画
で
あ
る 。

一
億
四
七
O
O
万
J

一
二
・

五

J 、

ん
が
い
期

ζ
と
か

一
一
話）
ま
で
導
水
し

合
計
二
位協
四
七
。
。
万
J
の

年
間
六
パ
タ
ー
ン
（
最
大
時
は
毎
秒一

五

・
八
J 、

農
業
用
水
と
し
て
年
間
に一
律

五

O
O
万
J 、
上
水
道
用
水
六一一一
O
O
万
J 、

に
分
け
て

導
入
す
る
の
で
あ
る 。

次
に
そ
の

議iζ＼ 

万て
す
ょ

工
業
用
水
七
九
O
O
万
J
の

，
O
J

）
 

一

五

町
を
対
象
に 、

で 、

は一一一
万
七
O
O
訟
の
水
由 、

熔
地
の
か
ん
が
い 、

上
水
道
用
水
辻

五

業
を
行
う
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る 。

ま
た
施
設
計
画
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る 。

工
水
に
つ
い
て

導
水
ト
ン
ネ
ル 、

香
川
用
水
は
徳
島
県
の
池
田
ダ
ム
か
ら
取
水
し 、

前
讃
山
脈
下
の
延
長
八
琵
の
阿
讃
ト
ン、
不
ル

て 、

香
川

県
の
財
呂
町
に
導
水
さ
れ
る 。

幹
線
水
路
お
よ
び
専
用
施
設 、

幹
線
水
路
の
総
延
長
は
九
七
話 、
そ
の
う
ち
財
田
町
か
ら
高
松
市
古
川
ま
で
の

五

誌
は
多

目
的
に
使
わ
れ
る 。
ま
た
幹
線
か
ら
の
分
水
は
お
よ
そ
一
七
O
の
地
点
で
行
わ
れ 、
そ

さ
れ
る 。

で
七
七
六
億
二
一
O
O
万
円
を
要
し
て
い
る 。
そ
の
内

訳
は

次
の
と
お
り
で
あ
る 。

ダ
ム

（
早
明
浦・
池
田
ダ
ム
分
担
額）

六
六
億一
0
0
0
万
円

二
四
九
億
九一
O
O
万
円

内

訳
主〈

区

間

一
四
八
位協一
一
O
O
万
円

一
O一
億
八
0
0
0
万
円

五

一一一
O
九
億
二
0
0
0
万
円

第一節

国
営
畑
地
か
ん
が
い

五

O
億一
0
0
0
万
円

内

訳

一

0
0
0
万
円
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こ

の

っ
て
い
た 。
し
か
し、

は
そ

の

大
半
を
終
え
て
い
る
が 、

第十四軍：

一

一

香
川
用
水
の
建
設

香
川
用
水
の
起
工
式

〈
現
在
の
財
団
町）

と

財
田
中
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

の

で
あ
る 。

に
招
か
れ
た

っ
て
い
る

の

九
月
十
九
日 、

昭
和
天
皇
に
お
話
し
申
し
土 、
げ
た 。
そ

の

折 、

に
し

た 。
控
下
は 、
か
ね

の

ン
ネ
ル
出
自
で 、

に
よ
っ

と
と
も
あ
っ

て、
強
い
ご
関
心
を
示
さ
れ
た
と
い
う 。

の

幹
線
水
路
工

早
期
完
成
は 、

の

966 

て

の

て

で
あ
っ
た 。

、

口M

に
行
わ
れ 、
こ
こ

の
大
事
業
が
力
強
く

た 。
ま
た 、

で
あ
る

香
J l l 
用
水

て

た
結
果 、

で
ど

そ
こ
で 、

か
ら
完
成
ま
で

都
市
用
水

の

共
用
区
間

ζ

の

ζ

は
水
資
源
開
発
公
団
営 、

に
対
し
熱
心

て
で

施
工
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る 。

公
団
営

の

公
団

の

担
当
す
る
共
用
区
間同

の

施
工
延
長
詰
約
四
六

に
よ
っ

て

こ
ょ
っ
こ。

？

t
φ
J

ザ

半
／

の

と
お
り
で
あ
る 。
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豊かな郷土香川の創造

各
工
麗
別

の

内
訳
註
表
加

の

と
お
り
で
あ
る 。

五
九
誌
で
あ
り

、

路
工
事
が
完
成
を
み
た 。

関
連
事
業

佐・
新
池
な
ど

地
区

の

の
ト
ン
、

ネ
ル

に
次

々

に

つ
い
て

た 。
昭
和
六
十

五
地
区
を
含
む）
今
後

の

適
切
な
施
行
が
期
待
さ
れ
る 。

そ

の

進
捗
度
は
総
事
業

の

約
七
O
計
程
度
と
な
っ

て
い
る 。
六
十
三
年
度
以
降

の

ま
た

、
団
体
営
か
ん
ば
い

区
で
あ
る 。
（
継
続
実
施
中
六
地
誌
を
含
む）

次に

、

広
域水道
の
建設
の

968 

昭
和
五
十
二

る
ま
で

て
昭
和
田
十
六
年
度
か
ら
陶

出
で 、

四

に

つ
い
て
は

竣
功
地
区
は
二
O
四

に

つ
い
て
は

、

次

表

の

と
お
り
四
浄
水

系

に

わ
か
れ

、
県
下

の

五
市

一

次

拡
張
計
額
を
含
む
も

の

で
あ
り

、
当
初
計
画
で
は

一
九
町

の

、
簡
易
水道

が
給
水

対
象
と
な
っ

て
い
る 。
な
お
こ

こ

の

う
ち
五
市一
五
町
が
対
象
で
あ
っ
た 。

た
も
の
で

は
さ
き

に

想
定
し
た
工
業
用
水

の

の
建設

に

つ
い
て
は

、
昭
和
田
十
六
年

、

そ

ま
た

に

つ
い
て

、

業
種
な
ど

の

動
向

に

対
応
し
て

、

の

区

の

そ

の

後

に

お
け
る
工
業
用
地

の

あ
る 。

一
四
万
J

、
「
高
松
地
底」

そ

の

結
果

、
香
川
用
水

関
連
工
業
用
水道

に

よ
る
用
水

配
分
は

、万

香川用水事業

「
坂
出

、
丸
亀
地
一弘
」

J
、「

観
音
寺

、
詫
間
地
震」

こ

の

計
画

に

つ
い
て
は

、

て
弾
力
的
な
運
用
を
囲
っ

て
い
く
ζ
と
と
し
て
い
る 。

次に

中
讃
地
区
工
業
用
水道
の

で
あ
る
が

、 っ
た 。

の

に

応
じ
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斗L
a一一一
E六

コ
業
丹
オ
五
喜
室、
記
、いれ
妻
J

d

さ
にた
H
毛
ず
し

時
京
E
Ji
t

hE雪印
C H
菜
言
語
話
、ぷ
令／，
Jム

芳一一1相対

郊mご咋ヨ
トれ
治ν
U伊
ユ」
ふぷ

豊かな郷土呑JI!の創造

り
で
あ
る 。

970 

。
給
水
広
域・・・・・・
坂
出
市

の
州
地
区〉 、
丸
亀
市 、

の一
部
お
よ
び
多
度
津
町
地
先
の

。
給
水
能
力

一

四
万
J

。
地
区
別
用
水
配
分

一

万
六
O
O
O
J

丸
亀
地
区：・・

万
六
O
O
O
J

多
度
津
地
区

八
O
O
O
J

。

涼

香
] l l 
用
71<. 

。
工

期・・・・・・
昭
和
田
十
七
年
i

昭
和
五
十
五
年
度

五
六
億
円
（
共
同
施
設
で
あ
る
平
明
浦
ダ
ム、
池
田
ダ
ム

香
Jll 
用
水
な
ど

四

香
川
用
水
の
通
水
と
管
理

香
川
用
水
の
通
水

た
の
は、

九
七

日

に
導
入
す
る
こ
と
は

水
不
足
に
髄
ま

の

さ
れ
続
け
て
き

そ
の
顕
い
が
ζ
の
日
よ
う
や
く
突
っ
た
の
で
あ
る 。

っ
ゃん。

そ
し
て 、

て
本
格
的
な
道
水
が
開
始
さ
れ
は
じ
め
た 。
そ
れ
か

の
昭
和
六

ム

で
に
導
入
さ
れ

五

こ、

に
大

て
い
る
の
で
あ
る 。

香
川
用
水
の
管
理

は

次
の
よ
う
な
区
分
で
行
っ
て
い
る 。

こ
v

っ
し

す
な
わ
ち 、
池
田
取
水
工
か

発
公
団
に
よ
っ
て

で
施
工
し
た 。
し
た
が
っ
て 、

お
り
共
用
区
間
は
水

資
源
開
発
公
団
が 、

を
行
っ
て
い

る 。

971 

た
め 、
池
田
取
水
工

る
ま
で

テ
レ
メ
ー

タ
i

テ
レ
コ
ン
ト
ロ
i

ル
な
ど

に
人
と
機
械
が一
体
と
な
っ
て

に
応
じ
て
パ
ト
ロ
ー

ル

て
い
る 。

で
あ
る
が 、
ま
ず 、

み
る
と

に 、
そ
れ
ぞ

第一節

d品’

。〉

努
力
し
て
い
る 。

た
め
に 、
細
心
の
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斗
『O

みれ

E
P
E
3
雰
汗
油
連
立
管
涯
を
AJ
Z
と

ヰ
器
提
器
工
業
見
北小
選
¢
協け
や小
抵
設
は

て

豊かな郷土呑Jllの創造

お
り 、

上
水
と
工

の

972 

の
一
一
五
化
を
一は
か
つ

て
い
る 。

ま

に
つ
い
て
は 、

る
工
業
用
水
を
給
水
す
る
こ
と
を
自
壊
と
し
て
い
る 。

香
川
用
水
の
変
更

の
動
向
が 、

当
初
計
画
の
時
点
よ
り
大
き
く
変
っ

た
の
で 、

る
ζ
と
と
な
っ

た 。

昭
和
五
十
八
年
九
月
水
資
源
開
発
公
団
と
建
設
省
の
聞
で
水
利
使
用
協
議
を
行
い

、

了
五
J

第十四章

を
一
・

一
一
一
J
削
眼
し
て

、
と
れ
を
上
水
道
用
水
位
秒
ニ
・

O
J
に
加
え

了
一

ニ
ゾ
と
し
て 、
当
面
の
上
水
道
用
水
の
不
足
分
を
充
足

し
た
の
で
あ
る 。
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